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予算彦根市
の

平成24年度

　

彦
根
市
の
平
成
２４
年
度
予
算

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

平
成
２３
年
度
の
当
初
予
算
と
比

べ
て
１
・
３
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、
た
ば
こ
税
の
増
収

や
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
な

ど
に
伴
っ
て
市
民
税
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
固
定
資

産
税
で
は
評
価
替
え
の
影
響
に

よ
る
減
少
を
見
込
ん
だ
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
平
成
２３
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
て
わ
ず
か
に
減
少

し
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
の
発
行
を
必
要

と
す
る
投
資
的
事
業
は
、
平
成

２２
年
度
決
算
数
値
に
お
い
て
、

実
質
公
債
費
比
率
が
算
定
以
来

初
め
て
基
準
の
１８
・
０
％
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
公
債
費
負
担
の

増
加
は
財
政
が
硬
直
化
す
る
要

因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の

緊
急
性
、
投
資
効
果
と
後
年
度

負
担
を
検
証
し
な
が
ら
総
合
的

に
実
施
を
判
断
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
「
彦
根
市

総
合
計
画
基
本
構
想
」
に
お
け

る
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
風
格

と
魅
力
あ
る
都
市
の
創
造
」
の

実
現
に
向
け
、「
住
み
よ
い
、
住

み
た
い
都
市
」「
魅
力
あ
る
都
市
」

を
目
指
し
、
重
点
事
業
と
し
て
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
と

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
た
に
、
交
流
人
口
の
増
加
策
、

低
炭
素
社
会
構
築
事
業
、
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
件
費
は
、
事

業
量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

常
勤
特
別
職
な
ど
の
給
料
削
減

に
よ
り
総
人
件
費
の
抑
制
に
努

め
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
ご
と
の
新
規
・
主
要
な

事
業
の
予
算
額
と
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
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「
風
格
と
魅
力
あ
る
都
市
の
創
造
」

の
実
現
を
目
指
し
て

　予算総額　７３８億５０１万１千円（前年度に比べて１．４％増加）

　一般会計	　　３６２億３，０００万円　　（前年度に比べて１．３％減少）
　特別会計	　　２３５億５，２１５万６千円（前年度に比べて６．１％増加）
　企業会計	　　１４０億２，２８５万５千円（前年度に比べて０．８％増加）

時
代
に
即
し
た
重
点
的
な
取
り
組
み

時
代
に
即
し
た
重
点
的
な
取
り
組
み

湖
東
定
住
自
立
圏
の
連
携
を
深
め
ま
す

　
「
湖
東
定
住
自
立
圏
」
に
お
け
る

中
心
市
と
周
辺
町
の
連
携
・
役
割
分

担
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
代
を
担
う
す
こ
や
か
な
子
ど
も
を

育
て
ま
す　

子
ど
も
が
び
の
び
と
育
つ
た
め

の
健
康
づ
く
り
や
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育

て
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

　

最
も
優
先
す
べ
き
市
民
の
生
命

が
守
ら
れ
、
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
役
割
分
担
と
連
携
の
も
と
、
効

果
的
な
手
法
を
選
択
し
て
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

低
炭
素
を
意
識
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
を
築
き
ま
す

　

彦
根
市
の
率
先
し
た
活
動
か
ら

市
民
の
行
動
を
促
し
、
そ
の
輪
を

広
げ
な
が
ら
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

資
源
を
生
か
し
た　
魅
力
あ
る

産
業
・
交
流
を
創
り
出
し
ま
す

　

彦
根
市
の
強
み
で
あ
る
観
光
産

業
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
ま
ち
の

魅
力
と
な
る
新
た
な
地
場
産
業
の

創
出
に
向
け
た
人
材
育
成
を
進
め
、

ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
財
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　

貴
重
な
文
化
財
を
守
り
、
彦
根

城
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
情
緒
や
風
情
の
あ
る

歴
史
的
風
致
を
維
持
向
上
さ
せ
、

彦
根
な
ら
で
は
の
歴
史
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

企業会計の内訳

特別会計の内訳

会　計　名
国 民 健 康 保 険 事 業
下 水 道 事 業
休 日 急 病 診 療 所 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業

会　計　名
病 院 事 業
水 道 事 業

予　算　額
９５億９，０８９万６千円
６１億９，１２１万９千円

２，９１３万８千円
３億　　４４０万６千円
６５億４，６６１万８千円
８億８，９８７万９千円

予　算　額
１０７億６，８２１万７千円 
３２億５，４６３万８千円

対前年度比
＋３．６％
＋８．０％
△４８．４％
△０．７％
＋９．６％
＋１．０％

対前年度比
＋３．４％
△７．１％

さんぽみち修景整備事業
　まちなみを体感できる観光コースを整備し、まちなか観光を推進します。
道路新設改良事業

都市計画道路整備事業
土地利用計画事業
　都市計画道路網の計画見直しなどを行います。
JR稲枝駅周辺整備事業　
　湖東圏域南部の玄関口として、JR稲枝駅周辺
の整備を進めます。

彦根駅東土地区画整理事業　
公共下水道建設事業
上水道東部配水池整備工事事業
　安全で良質な水道水の安定供給のため、水道施設の整備拡充を図ります。
低炭素社会構築事業　
　住宅用太陽光発電システムや高効率給湯器の設置助成をしたり、公共施設において、市民
と行政が共同で太陽光発電施設の設置などを行います。

１，１００万円

２億４，７４６万円
４億７，４５９万３千円

１，２３８万２千円

４，５４４万６千円

４億９，３０２万９千円
１１億５，２８５万７千円

３億３，９８９万円

２，６５９万８千円

市民憲章１　郷土を愛し、水と緑の美しいまちをつくります　【都市基盤・環境の分野】

　

平
成
２４
年
度
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
市
民
憲
章
の
項
目
ご
と
に
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅


